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新任教員としての年
及 川 咲
．はじめに
「分かった！」というあの笑顔があったからこそ、私
はいま教師として働いています。その笑顔と出会ったの
は小学校の算数の時間でした。問題が解けずに困ってい
る友達に解き方を説明すると、その友達は「分かった！」
と笑顔を向けてくれました。そのとき、下手だったに違
いない私の説明でも誰かの人の役に立つことを知ったの
です。今まで知らなかったことを一つ知ることは、今ま
で自分の見ていた世界に一色のフィルターをかけること
だと思います。何の変哲もないと思っていた世界が実は
知らないことに溢れていて、その知らないことが分かる
と世界は広がり、新しい視点で物事を見ることができま
す。私は子どもたちに様々な「色」を見せることで、彼
らの人生を彩る手助けをしたいと思い、教師を志しまし
た。ちなみに小学校ではなく高校の教員になったのは、
私自身が高校で様々なことを学ぶ中で、「もっと知りた
い！」と知的好奇心がくすぐられたからです。高校の教
師になれば、毎日たくさんの専門的なことを知ることが
でき、その楽しさを生徒と共有し、反対に生徒の発見か
ら私も教わることがあると思ったのです。
大学に入り、教師を目指す仲間たちとの出会ったこと
も、教員になりたい気持ちを後押ししてくれました。教
職勉強会で出会った人たちは向上心が高く、私は彼らに
負けたくない一心で勉強をしていました。仲間と共に教
員採用試験を乗り越え、私は今、神奈川県立三浦臨海高
校で勤務しています。教員になるという大変さが身に染
みたこの年間を次節以降、お話ししたいと思います。
．学校生活について
⑴学校について
今ではいい思い出ですが、大学年生の月、校長先
生と初めての面談をした日は、私にとって衝撃的な日
でした。校門ですれ違った子たちは頭髪が金色、赤色、
茶髪で、ピアスや派手な化粧をしていました。地元が田
舎・島根である私は、ドラマでしか見たことないような
高校生が現実にいるということが驚きで、さらに三週間
後には彼らに授業をしなくてはいけないということに
ショックを受けました。申し遅れましたが、私の勤める
神奈川県立三浦臨海高校（単位制普通科）は、神奈川県
最南端の高校です。学校は海とキャベツ畑に囲まれ、校
舎の四階からは富士山が見えます。また、来年度に近隣
の平塚農業高校初声分校と合併し、三浦初声高校という
新校になります。そのため、今年度から学年進行型単位
制となったり、頭髪や服装指導等の生徒指導が厳しく
なったりとまさに学校の過渡期です。
学校において、私は PTA会議の運営や学校説明会の
開催、入学者選抜を請け負う広報渉外グループに属して
います。主に学校説明会の企画・運営を担当しています
が、実際は他の先生方の動きを見てその仕事を覚える
年でした。学校説明会では、他のグループと連携を取る
ことや会場のレイアウト、生徒会の生徒の原稿作りなど
説明会を運営する大変さと先見性の大切さを学びまし
た。
⑵学年について
私は第学年の副担任をしています。この学年の生徒
達はとても「幼い」です。新しいものや面白いことに敏
感で、初めて会った人にもどんどん話しかけることがで
きる反面、自分の興味のある話題しか聞かない、自分の
言動によって相手がどんな気持ちになるのか想像するこ
とができない生徒が多いと感じています。この学校に来
る生徒の多くは中学時代に不登校だったり、集団生活や
勉強が苦手だったりする生徒が多く、経済的に厳しい家
庭環境のため、アルバイトが忙しくて勉強をする時間が
ないという生徒もいます。家庭環境によって、勉強をす
ることができない生徒がいる、というのを実感したのは
私にとって初めてのことであり、自分の¾高校生活Æが
¾当たり前Æだと思っていた、狭い視野が恥ずかしくな
りました。彼らを手が焼ける、「困った」生徒と一括り
に見るのではなく、問題を解決しようともがいて「困っ
ている」生徒なのかもしれない、と視点を変える必要が
あると痛感しました。
実は、来年に新校になるにあたって今年の年生から
新しく変わったことがあります。まずは、年次進行型単
位制となり、クラス単位で授業や朝と帰りのショート
ホームルームがあるということです。今までは年次進行
型ではなかったため、クラスへの帰属感は希薄でした
が、年生はクラスで過ごす時間が多くなり友人関係も
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クラス内で深まったように見受けられます。次に、卒業
単位が今までは74単位であったのが80単位になったとい
うことです。年間で取ることできるのは88単位までな
ので、生徒達にとって高校卒業は簡単ではありません。
これらに加えて、頭髪や服装指導が行われたため、学年
団は生徒や保護者の理解に対して指導の説明を根気強く
していかなければなりませんでした。私はこの年間、
学年団の先生方や担任の先生がされている仕事から、面
談のスケジュールの立て方や保護者との情報共有の仕方
などを見て、少しではありますが、自分なりに吸収しま
した。本当に分からないことばかりで、周りの先生方に
迷惑をかけたと思いますが、先輩方はどんな相談にも
乗ってくださいました。
．教科指導について
⑴生徒観にあった授業の模索
「高校は社会に出たときに必要な知識を身に付ける期
間である」と聞いていましたが、私にとってその言葉を
実感した年間でした。高校時代、私が受けてきたのは
いわゆる¾大学受験を見据えた授業Æだったため、古典
文法を覚え、現代文の読解問題を解くというのが¾授業Æ
だと思っていました。しかし、勤務校の生徒たちの半分
は保育や美容の専門学校へ進み、残りの約半分は就職
で、大学進学はほとんどいません。生徒の中には教科書
が満足に読めない子や語彙力が乏しい子、ノートの取り
方が分からない子、静かに授業を受けられない多動傾向
の子など様々な子がいました。彼らは教科書に書いてあ
ることが分からないから、興味が失せ、騒ぎます。そし
て騒ぐから余計に授業についていけなくなる、という悪
循環に陥っていました。
月ごろまでは、生徒を注意して静かにさせることに
手一杯でしたが、国語科の先輩方の授業や他教科の先生
方の授業を拝見したときに、あることに気がつきまし
た。それは先生方が¾生徒の側に立った授業Æをされて
いる、ということでした。例えば、ある英語の先生は授
業の流れが分かるように黒板の左端に「教科書20 pの
リスニング 10分」と箇条書きで書き、その活動が終わ
るごとに箇条書き事項に終了のチェックを入れていらっ
しゃいました。次に何をするのかが見えていると、生徒
は心の準備をすることができます。また、先生方は「生
徒との対話」をとても大切にされていました。私語をし
ている生徒を頭ごなしに叱るのではなく、その私語を聞
いたり話に入ったりされていました。授業に無関係なこ
とで頭が一杯になっている生徒にとって、チャイムと同
時に授業を受ける態勢に切り替るのは難しいことです。
だからこそ、一時間の流れを視覚化し、生徒と対話をす
ることで授業が始まるということを間接的に生徒に伝え
る工夫をされていた、と私は感じました。
⑵授業について
上記の先生方を手本にこの年間、生徒の立場になっ
て授業を組み立てることを心がけました。まず教室に早
めに行って、本時の流れや教科書本文を板書しておきま
す。次に始業のチャイムと同時に本時の授業に必要な持
ち物を板書し、出席確認を兼ねて持ち物検査を毎回しま
した。出席確認で机間巡視をする中で一言二言、生徒と
会話をして、本時の流れや目標を授業の最初に説明して
いくと、生徒達は入学時より落ち着いてきたように見え
ました。
生徒の立場で授業を組み立てようとしたとき、特に私
は¾グループ活動の導入の仕方Æについて大変悩みまし
た。理想の授業は生徒同士で教え合ったり、意見を交換
したりして、よりよい考えを生み出す授業ですが、これ
は私が¾したいÆ授業であって、生徒達が求めている授
業とは限りません。私が受け持ったクラスの生徒は人と
関わることが苦手な性格の子が多く、さらに勉強が苦手
な子同士でグループを作ってもなかなか話し合いが進ま
ないようでした。だからといって、90分間ずっと講義型
の授業では生徒たちは集中力がもたず、知識詰め込み型
の授業になってしまいます。
このジレンマに悩んでいたとき、ちょうど初任者研修
で他校訪問に行きました。伺った高校はほぼ全授業でグ
ループ活動を取り入れていました。しかも生徒達の多く
は勉強が得意ではない子が多く、私の勤務校の生徒と雰
囲気の似た子が多い学校でした。授業を参観させて頂く
と、どの授業も生徒はのびのびと活動し、周りと協力し
て取り組んでいました。きっと何か秘訣があるに違いな
い、と思い先生に伺ったところ、「グループ活動でつ
の考えにまとめなくてもいい」と教えて頂きました。私
は今まで、話し合いでつの考えに意見を集約すること
がグループ活動だと思っていましたので、この学びは衝
撃的でした。私の授業を振り返ってみると、確かに発問
に対して答えをつにまとめた後に答えさせていまし
た。一方で、私が高校生のとき、班で答えをまとめると
自分の考えとは違ったものになって釈然としなかったと
いう経験を思い出しました。ここで改めてグループ活動
の意味とは何だろう、何のためにグループ活動をするの
だろう、と考えたとき、考えをつにまとめなくてもい
いグループ活動は、意見を交換するなかで自分の視野を
広げることを大切にしているのだと気がつきました。
その後の授業ではオープンクエスチョンについて個人
で考えさせた後、グループで意見を共有させました。こ
のとき、意見が違ってもそれぞれの考えがあっていいの
であり、間違いではないと声掛けをし、安心感を持つこ
とができるような雰囲気づくりに努めると生徒はリラッ
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クスして、周りの友達と話をするようになりました。こ
のことから、教師の意識が変われば生徒の意識も変わ
る、ということを体得しました。
．最後に
初任としての年は、「学」という字に尽きると思い
ます。生徒指導のやり方や学校を運営するためのグルー
プ業務など、学生時代や教育実習では分からなかった教
育の現場でしか学べないことがたくさんありました。大
変な分、大きなやりがいを感じ、子どもたちの人生を彩
る手伝いができる¾教師Æという職に就くことができ、
本当に嬉しく思っています。
こうして私が教師になることができたのは、教職セン
ターの方々の丁寧なサポートや、小谷教授をはじめとし
た先生方や OBOGの方のご指導、優しく時に厳しい柏
原さんのご助言、そして教師を目指し切磋琢磨して共に
勉強した仲間のおかげです。関わってくださった方、誰
かお一人でも欠けていたら私はこうして働くことはでき
なかったと思います。みなさんに支えて頂いて教師のス
タートラインに立つことができました。これからも、み
なさんとのご縁を大切にして他の先生方から多くのこと
を吸収し、自分のペースで成長していきたいです。
（おいかわ さき・神奈川県立三浦臨海高等学校教諭）
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